
平
成
三
十
年
二
月
五
日
提
出

質

問

第
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業
務
に
営
業
活
動
が
含
ま
れ
る
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業
務
に
営
業
活
動
が
含
ま
れ
る
労
働
者
に
対
す
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
二
月
二
日
付
で
「
業
務
に
営
業
活
動
が
含
ま
れ
る
労
働
者
に
対
す
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
、
「
本
件
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
回
答
が
不
十
分
な
個
所
等

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

本
件
答
弁
書
で
、
営
業
が
対
象
に
含
ま
れ
る
か
否
か
を
質
問
し
た
ら
「
御
指
摘
の
『
営
業
』
、
『
個
人
を
対
象
と
す
る
営

業
』
及
び
『
法
人
を
対
象
と
す
る
営
業
』
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
お
答
え
は
困
難
で
あ
る

が
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
全
く
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
改
め
て
質
問
し
ま
す
。
労
働
政
策
審
議
会
が
昨
年
九
月

に
答
申
し
た
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
（
以
下
「
働
き
方
改
革
法
律
案
要

綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
営
業
で
あ
れ
ば
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
、
あ
る
い

は
、
営
業
は
一
切
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

二

現
行
の
労
働
基
準
法
に
お
い
て
、
業
務
の
一
部
が
、
個
人
で
あ
る
顧
客
に
対
す
る
、
働
き
方
改
革
法
律
案
要
綱
に
あ
る

「
既
製
品
や
そ
の
汎
用
的
な
組
み
合
わ
せ
の
営
業
」
で
あ
る
労
働
者
に
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
は
禁

一



止
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
違
法
で
す
か
。
ま
た
、
業
務
の
一
部
が
、
法
人
で
あ
る
顧
客
に
対
す
る
「
既
製
品
や
そ
の
汎
用
的
な

組
み
合
わ
せ
の
営
業
」
で
あ
る
労
働
者
に
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
違
法

で
す
か
。

三

働
き
方
改
革
法
律
案
要
綱
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
お
い
て
、
業
務
の
一
部
が
、
個
人
で
あ
る
顧
客
に

対
す
る
、
働
き
方
改
革
法
律
案
要
綱
に
あ
る
「
既
製
品
や
そ
の
汎
用
的
な
組
み
合
わ
せ
の
営
業
」
で
あ
る
労
働
者
に
、
企
画

業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
違
法
で
す
か
。
ま
た
、
業
務
の
一
部
が
、
法
人
で
あ
る

顧
客
に
対
す
る
「
既
製
品
や
そ
の
汎
用
的
な
組
み
合
わ
せ
の
営
業
」
で
あ
る
労
働
者
に
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
違
法
で
す
か
。

四

働
き
方
改
革
法
律
案
要
綱
で
拡
大
さ
れ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
お
い
て
、
法
人
で
あ
る
顧
客
の
資
金
調
達
に
つ
い

て
「
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
を
主
と
し
て
行
」
っ
た
上
で
、
「
既
製
品
や
そ
の
汎
用
的
な
組
み
合
わ
せ
の
営
業
」
を

業
務
と
す
る
労
働
者
を
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
か
、
違
法
で
す
か
。

五

企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
、
六
ヶ
月
以
内
ご
と
に
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
へ
定
期
報
告
を
行
う
こ

と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
内
容
が
実
態
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
は
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
内
容
が
正
確

二



で
な
い
場
合
に
、
使
用
者
に
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

六

現
行
の
裁
量
労
働
制
で
、
過
重
な
業
務
が
与
え
ら
れ
た
労
働
者
は
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
業

務
が
過
重
で
あ
る
か
ど
う
か
を
労
働
基
準
監
督
署
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
判
断
で
き
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

デ
ー
タ
、
資
料
を
も
っ
て
過
重
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
し
た
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
指
導
、
行

政
処
分
、
送
検
を
行
っ
た
件
数
を
、
過
去
五
年
間
、
一
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
使
用
者
が
過
重
な
業

務
を
与
え
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
違
法
で
す
か
。
禁
止
さ
れ
、
違
法
の
場
合
、
罰
則
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

七

現
行
の
裁
量
労
働
制
で
、
労
働
者
に
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
大
幅
に
裁
量
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
労
働

基
準
監
督
署
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
判
断
で
き
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
、
資
料
を
も
っ
て
、
大
幅
に
裁

量
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
し
た
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
指
導
、
行
政
処
分
、
送
検

を
行
っ
た
件
数
を
、
過
去
五
年
間
、
一
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
使
用
者
が
大
幅
な
裁
量
を
労
働
者
に

委
ね
な
い
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
違
法
で
す
か
。
禁
止
さ
れ
、
違
法
の
場
合
、
罰
則
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

八

現
行
の
裁
量
労
働
制
で
、
対
象
業
務
は
、
労
働
者
に
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
手
段
や
時
間
配
分
の
決
定
等
に
使
用
者
が
具

体
的
な
指
示
を
せ
ず
、
出
退
勤
の
時
間
を
指
示
し
な
い
こ
と
と
す
る
業
務
で
す
が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
監

三



督
署
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
判
断
で
き
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
、
資
料
を
も
っ
て
、
手
段
や
時
間
配

分
、
出
退
勤
の
時
間
が
指
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
し
た
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
指

導
、
行
政
処
分
、
送
検
を
行
っ
た
件
数
を
、
過
去
五
年
間
、
一
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
使
用
者
が
手

段
や
時
間
配
分
、
出
退
勤
の
時
間
を
指
示
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
違
法
で
す
か
。
禁
止
さ
れ
、
違
法
の
場
合
、
罰

則
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

九

海
外
の
事
例
で
、
顧
客
に
対
し
て
販
売
ま
た
は
役
務
を
専
ら
当
該
顧
客
の
た
め
に
開
発
し
、
当
該
顧
客
に
提
案
す
る
業
務

を
、
労
働
時
間
規
制
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
国
、
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
国
名
と
制
度
を

示
し
て
下
さ
い
。

十

厚
生
労
働
省
は
、
裁
量
労
働
制
を
適
用
し
て
い
る
事
業
場
を
対
象
に
、
「
裁
量
労
働
制
の
運
用
の
適
正
化
に
向
け
た
自
主

点
検
」
を
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
つ
ま
で
に
実
施
し
、
い
つ
ま
で
に
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
か
。

十
一

十
に
つ
い
て
、
事
業
場
に
お
け
る
事
業
主
に
対
す
る
調
査
だ
け
で
は
、
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
裁
量
労
働
制
を
適
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
平
均
労
働
時
間
、
最
長
の
労
働
時
間
や
賃
金
、
働
き
方
等
の
実
態
に
つ
い

て
、
当
然
、
労
働
者
に
対
し
て
直
接
、
情
報
を
収
集
す
る
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

四



十
二

平
成
三
十
年
二
月
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
玉
木
委
員
の
質
問
に
対
し
、
加
藤
大
臣
は
、
「
平
均
の
者
の
労
働

時
間
と
労
働
者
の
労
働
時
間
の
平
均
は
違
う
」
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
労
働

時
間
等
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
平
均
の
者
」
の
比
較
で
は
な
く
、
一
般
労
働
者
と
裁
量
労
働
制
の
労
働
者
の
平
均
の
実
労

働
時
間
は
、
ど
ち
ら
が
長
い
の
で
す
か
。
も
し
、
把
握
し
て
い
な
い
な
ら
、
早
急
に
実
労
働
時
間
の
平
均
の
比
較
を
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
当
該
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
般
労
働
者
と
裁
量
労
働
制
の
労
働
者
の
実
労
働
時
間
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
最
長
の
者
」
「
平
均
的
な
者
」
に
つ
い
て
、
実
労
働
時
間
が
十
二
時
間
超
の
労
働
者
の
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ
何

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
一
般
労
働
者
と
裁
量
労
働
制
の
労
働
者
で
は
、
ど
ち
ら
の
労
働
者
の
割
合
が
大
き
い
で
す
か
。

十
三

働
き
方
改
革
法
律
案
要
綱
で
は
、
平
成
二
十
七
年
通
常
国
会
提
出
法
案
要
綱
か
ら
、
「
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供

に
係
る
当
該
顧
客
と
の
契
約
の
締
結
の
勧
誘
又
は
締
結
を
行
う
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
で
あ
る
顧
客

と
、
「
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供
に
係
る
当
該
顧
客
と
の
契
約
の
締
結
の
勧
誘
又
は
締
結
を
行
う
業
務
」
を
、
業
務
の

一
部
と
し
て
担
当
す
る
労
働
者
を
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
違
法
と
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
そ
れ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
労
働
者
が
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
か
。
な
り
得
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。

五



右
質
問
す
る
。

六


